
令和２年度 

第
１
回 

■司  会  服部 真理 氏（やまだワンダフル体験ビューロー） 
■事例報告  
 ・大槌高校復興研究会による防災絵本の発表(高校生による発表) 
 ・オランダ島ハウスにおける山田町放課後児童クラブ・子育て 
  サロンの紹介           （山田町職員による報告） 
 ・大槌川水門・小鎚川水門に関する発表 
             （沿岸広域振興局応援職員による報告） 
■コメンテーター 神谷 未生 氏   （おらが大槌夢広場代表理事） 

東 日 本 大 震 災 津 波 の 教 訓 と 復 興 の 姿 
～ 1 0 年 目 の 沿 岸 被 災 地 か ら ～ 

 
主催：いわて未来づくり機構 

お問合せ：岩手県復興局復興推進課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 

 会場に関する情報や会場周辺の地図はこちらから 
ご覧いただけます。なお、駐車場には限りがありま 
すので、公共交通機関をご利用ください。 
https://www.town.otsuchi.iwate.jp/gyosei/docs/ 
374322.html 

日 

11:00 ～ 12:10 
山田町 

復興まちづくり状況視察 

13:30 ～ 15:00 大槌町 事例報告 

15:10 ～ 15:40 大槌町 復興の現場 
大槌川水門・小鎚川水門視察 

<事例報告会会場：大槌町文化交流センターおしゃっち(定員50名)> 

〒028-1117 岩手県上閉伊郡大槌町末広町1番15号 
TEL 0193-27-5181 ／ FAX 0193-27-5182 
交通アクセス 三陸鉄道「大槌駅」より徒歩10分 

令和２年8月23日 

1 1 : 0 0 ～ 1 5 : 4 0 

  

 ■説明 沿岸広域振興局応援職員他 

■コーディネーター 服部 真理 氏 
                                        （やまだワンダフル体験ビューロー） 
 

<沿岸報告会プログラム> 
山田町：復興まちづくり状況視察 
大槌町：事例報告 
      復興の現場（水門）視察 

沿岸報告会 

大槌町 

山田町 
スケジュール 
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神谷 未生 氏（(一社)おらが大槌夢広場 代表理事） 

大槌高校復興研究会 

佐々木 美智穂 助産師 
（山田町健康子ども課子育て世代包括支援センター） 

中谷 恭右 技師 （静岡県派遣） 
（沿岸広域振興局土木部復興まちづくり課） 

岩手県知事 
達増 拓也 
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 新しい生活様式に配慮した実施について 

・参加者の皆様は、検温、マスクの着用、手指消毒等に 

 ご協力をお願いします。スタッフもマスク着用で 

 業務にあたります。 

・事例報告会場では三密空間を避けるため、 

 座席数を減らし一定の間隔を保ちます。 

 また、扉を開けるなど換気に努めます。 

申込方法 下記のいずれかの方法で申込みください。 

Ｅ-ｍａｉｌで申込み 

件名を「第１回いわて復興未来塾」として、下
記の必要事項をご記入の上、申込みください。 

■氏名（ふりがな）■職業・所属・団体名等 

■住所・電話番号・FAX■メールアドレス 

■参加プログラム（下記申込書参照） 

■バス利用の有無（乗車場所含む） 

ＦＡＸ又は郵送で申込み 

下記の「参加申込書」に必要事項をご記入の
上、申込みください。 
 
※郵送の場合は締切日必着でお願いします。 

AJ0001@pref.iwate.jp E-mail 019-629-6944 FAX 

問い合わせ先 

いわて未来づくり機構 
（事務局：岩手県復興局復興推進課） 
〒020-8570 盛岡市内丸10-1 
TEL：019-629-6945／FAX：019-629-6944 
E-mail：AJ0001@pref.iwate.jp 

８月７日(金) 

申込締切 

第１回 いわて復興未来塾 参加申込書 

ふりがな 

氏 名 

職業・所属 
団体名等 

〒 
住 所 

Tel                   Fax 

参加プログラム（参加するものに○をつけてください。複数選択可） 
・利用する（乗車場所  盛岡駅西口 ・ 県庁 ） 

・利用しない 

※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に基づき、他の用途には一切使用しません。 

盛岡発の往復シャトルバス（無料）の 
ご案内（乗車定員30人） 

当日は、盛岡から現地までの往復バスを運行します。座席数

に限りがありますので、申込みはお早めにお願いします。 

※乗車前の検温、手指消毒、マスク着用にご協力ください。 

 座席数を減らす等の感染防止を図り運行します。 

【往路】盛岡駅西口8:15発→岩手県庁8:45発→陸中山田駅→ 

    おしゃっち→大槌川・小鎚川水門    

【復路】大槌川・小鎚川水門15:40発→岩手県庁18:00着→ 

     盛岡駅西口18:15着 

 服部 真理 氏（やまだワンダフル体験ビューロー）  
大槌高校の復興研究会では、大震災の教
訓を伝える生徒手づくりの紙芝居をまとめ、
DVD付き絵本「伝えたいこと あの日、私は
小学２年生だった」を制作した。震災を経
験していない世代が増え、紙芝居形式によ
り手軽に何度も読めるように工夫しながら、
震災の伝承発信に取り組んでいる。 

名古屋市出身。東日本大震災津波発災
直後より大槌町で復興支援にあたる。
2012年より、現在代表理事を務める「おら
が大槌夢広場」に所属。復興ツーリズム事
業の展開や高校生育成事業、今年４月よ
りおしゃっちを中心とした地域活性化にも挑
戦中。 
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静岡県からの応援派遣職員として沿岸広
域振興局に勤務。大槌川水門・小鎚川
水門の水門土木工事の監督員として、工
事設計書作成、現場管理、関係機関調
整等を担当。 

いわて復興未来塾とは 

 東日本大震災津波からの復興を力強く進め
ていくためには、復興を担う個人や団体など
多様な主体が、復興について幅広く教え合い、
学び合うとともに、相互に交流や連携をしな
がら、復興の推進に生かしていくことが求め
られます。 
 このため、岩手県内の産学官の連携組織
「いわて未来づくり機構」で は、「 未来づくり
＝人づくり」との考え方のもと、「いわて復
興未来塾」を開催しています。 

東京都出身。平成26年から山田町復興
支援員に着任。山田町の体験型観光の窓
口「やまだワンダフル体験ビューロー」を担当。
新たな観光プログラムの開発や旅行会社へ
の営業など、業務は多岐にわたる。復興ま
ち歩きツアー等県内外へ山田町の魅力を
発信している。 

Mail 

一般社団法人オランダ島による復興支援に
より2014年に「オランダ島ハウス」が完成。
現在、ここを拠点に放課後児童クラブや子
育てサロンを実施している。 
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シャトルバス利用の有無（どちらかに○をつけてください） 

・山田町 復興まちづくり状況視察 

・大槌町 事例報告  ・大槌町 現場(水門)視察 定員に達した場合、ご遠慮いただく場合があります。 

はっとり  ま り 

かみたに み お 

なかたに きょうすけ 

さ さ き   み ち ほ 


